
最近キャパシタの新技術が注目され、従来の範疇を超えた高出力、高容量型蓄電デバイス
の研究開発が活発です。これまで携帯情報機器、家電機器等の小型補助電源として利用され
てきたキャパシタが、大型蓄電デバイスとして家庭用、自動車用蓄電システムに使われ始め
ています。これら用途においては、キャパシタの大型化により、出力特性等の電気性能と共
に、信頼性、安全性が重要なファクターとなってきています。

○高出力、高容量型キャパシタの特性試験は元より、信頼性、安全性に着目した評価
○蓄電システムを想定した制御技術の構築⇒回路設計・試作、計測シミュレーション

キャパシタの信頼性・安全性、蓄電システム制御の構築

キャパシタ評価・制御技術

キャパシタ試作ー特性評価 安全性評価

ラミネートキャパシタ加熱試験
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市販円筒型キャパシタ過充電試験(100F級)
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セパレータ

正極：活性炭電極

外装：Al樹脂ラミネートフィルム

負極：活性炭電極
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ラミネートキャパシタの両極電位:Li参照極

充放電特性

サイクル特性 フロート特性

制御技術

回路設計

制御方式

回路試作

計測シミュレーション
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負荷：LL用途、電動車両、大型機器
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